
`Ode on a Grecian Urn'に おける死と永遠

竹 内 美 佳

序

Hcard mclodies arc swcct,but thosc unhcard

Are swecter; therefore,ye soft pipes,play on.

(11-12)

John Keats(1795-1821)は クラーク学院で学んで

いた少時の頃から,ギ リシア・ローマ神話などの古典

文学を熱心に読み学んでいた。当時の彼の愛読書に

は,Andrew Took(1673-1732)著 の 7物ι Pαれ力ιθんや

John Lemprier(1765-1824)の BJbJJθ′んιθα σJα ssJθαな

どがあったという。それらの読書体験から Keatsは 古

代世界を夢み,ギ リシア的なるものへの憧憬を抱いて

いたといわれ,ク ラーク学院在学中には Virgil(Publius

Vergilius Maro,70-19 Bo C.)の 動θ Aιんιtt A`んιαsの

大半の英訳を試み,彼の傾任lぶ りは同時代の詩人たち

をして「Keatsは ギリシア人だ」 と言わしめるほどだ

った。その Keatsが彼 の annus mirabilisで ある 1819

年の春に `Ode to a Nightingale'の 次に書 き上げたのが

`Ode on a Grecian Urn'で ,彼の傑作 odcの 一つと言

われている。この Odeは Keatsが ある特定の壷 に寄

せて歌ったのではなく,大英博物館などで見た Elgin

Marblesや Sosibios vaseな どの様々な遺物の美 しさか

ら inspirationを 得て,書 き上げたものと考えられてい

る。また,こ の詩の themcで ある壺は,遥か昔か ら

未来にかけて時代を超えて存在する,芸術の永遠性の

象徴 となっている。そ して,彼の作品の特徴で もあ

る,美 しいものへの意識の没入から現実への目覚めに

至る詩人の意識の流れについては,こ の Odcが書か

れた直前の作品の 60de tO a Nightingale'と の関連性が

指摘されている。その点について Allottは “Its pOsition

in f82θ suggests that K。 (Keats)may have intended it to

providc an answer to the qucstions raised at the cnd of

thc θグι ″θ α М g力″J4gα Jι ."と 言 ってい る (538)。 ま

た,こ の Odeは 最終 stanzaの 最後の 2行での “Bcauty

is truth,trtlth Bcauty… .."(49-50)の 解釈について
,

様々な議論を捲き起こしてきた。しかしながら,こ の

作品の特筆すべき特徴の一つは,美 しいものは永遠で

あると讃美しながらも,その下には,永遠とは一見正

反対であるかのような「死」の色濃い影が投げかけら

れていることだと思われる。そこで本小論では,古代

ギリシア世界・パルナソスの丘に思いを馳せた Kcats

の死 と永遠についての考えについて考察 してい く。

I.永遠の世界への憧憬

まず,こ の詩の titleの “um"と は読む佃1に 奇異の

観を起こさせる言葉であろう。というのも本来 urnは

死者の遺骨を納める骨壺の役割を果たしたからであ

る。そこから自然とこの詩の中には,厳粛なまでの静

けさが支配する奥行きの広い世界の存在を予感させ

る。第一 stanzaを 見てい くと,詩 人はこの壷に向か

って “ThOu still unra宙 shed bride of quietness"(1)つ

まり,いずれは犯される運命にある花嫁だと呼びかけ

ている。壷が女性 として形容されているのは,その丸

みを帯びた形状のためであり,そ してまだ清 らかな花

嫁に擬せられているのは,壺の壊れやすい性質のため

なのだろう。この壺を見つめているうちに,詩人はや

がて壺が作 られた古代世界へいざなわれていく。

沈黙によって語 りかけるという想像の世界にこの壺

は存在 している。静誰の世界に住むこの壺は,あ らゆ

るものの破壊者である「時」の魔の手から奇跡的に免

れて,生 まれた時すなわち製作当時そのままの姿を保

っている。だが,壷の生みの親である陶工が遥か昔に

時の手にかかって死んだ今となっては,壺 は沈黙の世

界にいわば全 くの孤独の状態で件んでいる。この壺に

とって,時 は破壊者ではなく,む しろ自らを育んでく

れる養い親なのだ。壺の表面に浮き彫 りにされた葉の

模様から見て,こ の静離の花嫁はまた,緑濃い森の歴

史家でもあると詩人は呼びかけ,憧れの古代世界の物

語に耳を傾けようとする。詩人が壺を見つめているう

ちに沈黙の世界は一変 し,神 々と人間達が共存 してい

る神話の世界が広がる。Tcmpeや Arcadiaの 谷を,笛
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とタンバリンが激 しく打ち鳴らされる喧騒の中,物狂

お しい求愛に抗 う乙女たちが駆け巡る姿が見えて く

る。その様子はボルゲーゼ美術館 (GJlcria Borghese)

所蔵で Gianlorcnzo Bcrnini(1598-1680)作 の彫刻 動ι

R9ρθ げ Prθ sθψttι (1621-22)や 均η′′θ α4グ Dαρ力′
`

(1622-25)を 街彿 とさせる。また詩人は,“A■owcry

tale more swectly than our rhyme"(4)と あるように,

壷の中の世界は,外側の人間界よりももっと甘美で牧

歌的な理想郷に違いないと考えていた。ところが詩人

の予想に反して,そ こは人間の情熱があらわな世界で

あって,お よそのどかとは言いがたいところなのだ。

そこで詩人は,古代人たちの情熱に打たれて 7つの質

問を立て続けに発する。特に“mad pursuit"(9),“ strllg―

gle to escape"(10),“ wild ecstasy"(10)と いつた激

しい問いかけがなされている。これらは沈黙の世界に

件む壺に描かれるような物語には,一見およそ似つか

わしくないように思えるが,壷の製作者がこのような

情景を描いた理由は,お そらくこの世の苦悩を乗り越

えたいという願望を表そうとしたからなのかもしれな

い。つまり,逃 げ惑う乙女らを追い求める求愛者の姿

に託された,苦悩からの癒しを求める飽くなき人間の

姿を刻み込んだ壷の製作者の″亡ヾ1青 を読み取ることによ

って,詩 人は現実の苦悩から解放されるためのよすが

を得たいのであろう (藤 田 70-71)。 また,求 愛者

の姿をとった苦悩は,た とえば「死」への思いといつ

た現実の苦しみを象徴していると考えられる。

Ⅱ.肉体 の耳 には聞 こえない音 楽

乙女らはどこへ逃れることができるのだろうか, と

いう問いを読者に抱かせて,詩 人は第二 stanzaへ と

歩みを進める。先ほどまでのざわめきと喧騒が支配す

る世界は,こ の stanzaに 入ると突如静 まり返る。ま

た,こ の stanzaの 後半から微妙な翡 りが投げかけら

れてくるように感 じられる。詩人は,壺の世界は魂の

耳で しか聞 くことのできない甘美な調べがあると考

え,その音楽に聞き入ろうと試みる。肉体の耳では聞

くことのできないこの音楽は,言 うならば,心の耳で

しか聞 くことができない。壺の世界では魂の耳,つ ま

り「生きた」想像力でしか聞き取ることのできない調

べが倦むことなく奏でられているのだ。この常春の桃

源郷では,歌 を止められない若者,永遠に葉を落とせ

ない木々,あ と一虐、のところでお預けの恋人たちとい

う三つの図が展開されている一―楽の音は絶え間なく

続き,木々の葉はいつまでも豊かに繁 り,恋 人たちも
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永遠に若 く美 しいままで恋 し続けることができる特権

を持っている。現実世界の恋は叶うことがある代わり

に,冷めることもままあるが,非現実の壺の中に閉じ

込められた恋は,尽 きることのない喜びを求めて永遠

に熱いままなのだ。決 してその恋は成就することがで

きないのだが,その代償として恋の情熱も衰えずに燃

え続け,恋人も永遠に美 しい。そして老いや死を迎え

る日を思って戦 くこともないのだ。

だが,視点を変えて見てみると,木々の葉はとこし

えに青いままということは,つ まり葉を落とすことが

できないという意味に解釈で きる。この見方によれ

ば,若者や乙女らは年を取って死に絶えるという,自

然の時の移り変わりに従うことすらもできないことに

なる。Keatsは このような “can noF「 できない」と

いう否定表現を実に7回 も反復させることによって
,

これらの停滞した変化のなさを強調しているのであろ

う。

Ⅲ.死の霧 り

第三 stanzaに 至ると,第 二 stanza後 半からの死 を

思わせる騎 りはいよいよ濃 くなって くる。この stanza

でも,壺 の中の世界が永久不滅かつ至福の世界であ

り,現実世界よりも遥かに素晴らしいと繰 り返 し強調

されている。壺の世界は現実の裏返 しであつて,現実

の願望を満たしているかのようだ。21か ら22行 目で

は「春 に別 れ を告 げ る こ との で きない」木 々が

“happy"だ といい,第 二 stanzaで の “can not"の 繰

り返 しに加えて,こ の “happy"と いう形容詞を重複

させているためにリズムが簡潔になり,素朴な壺の美

しさを思わせる効果を与えている。この “happy"の

繰 り返 しは 6回 に ものぼ り,さ らに “for ever"や

“ncvcr"を 含む “cver'の 使用の反復 に至っては,第

二,第三 stanza両 方を合わせて実に 10回 にも及ぶ。

しかしながら,こ のように反復が余 りにも頻繁である

ために,読む側にはいささか腑に落ちない感を抱かせ

る。つまり,果 たして詩人は,壷の中の桃源郷を本当

に幸せな世界だと受け止めているのだろうか, との疑

念が湧き出てくるのだ。むしろ,壺の中の人々こそが

幸せなのだと信 じたいがために反復表現を再三用い
,

自らに言い聞かせて努力 しているのだと考えられる。

老いることもできず衰えを知 らない常春の世界 こそ

が,実 は停滞 して澱んだ死の世界なのだと詩人は考え

ているのではないだろうか。“All breathing human pas―

sion far above, /That leaves a heart high― sorowful and
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cloyed,/A buming forehead,and a parching tongue."(28

-30)と 詩人 は言 うが,こ の状態 は,第 一 stanzaの

“What mad pursuit?What stmggle to escape?"(9)の 間

いかけに答えているように見受けられる。それに比べ

て壷の桃源郷の恋は,人間界の情熱を遥かに凌駕する

のだと繰 り返 し強調 している。しかし,

Fair youth beneath the trees,thou canst not leave

Thy song,nor ever can those trecs be barc;

Bold lovcr,never,ncver canst thou kiss,

Though winning near the goal― yet do not gricve:

She cannot fade,though thou hast not thy bliss,

For ever wilt thou love,and she be fair!

(15-20)

という壺の中で展開される永遠に停滞 した状態こそ

は,壷の世界とは対極にある現実の世界は,確かに傍

いものではあっても,その短い時間を懸命に生き尽く

すことができるという真の美しさがあるのだと,逆説

的に表していると思われる。

Ⅳ.死 に絶 えた町

第四 stanzaに 入ると詩人は壷 を回 して視線 を変え

たのだろうか,裏側にあったと思われる,今までとは

違った光景が目に入る。この stanzaで は司祭に導か

れて,人々は生贄を捧げに祭壇へ向かっている。この

stanzaで は壺の中の人々は動 きを止めてはいない。そ

の動 きは緩やかではあるのだが,人々は行動 し生活を

している。その祈る姿は,様々な苦 しみからの癒 しを

求める姿であり,行列の目的地である緑の祭壇は,永

遠の平和 を願 う心 を象徴 しているのだろうか。また

“What little town by river or sca shore.… ?"(35)と
,

「町」「り||」 「海辺」などを描写 して地図を見るように

俯厳 しているので,空間的にも広が りを感 じさせる。

だが第三 stanzaま での,恋 にやつれた様子 を露にし

た人間的な感情表現に満ちた詩行 とは打って変わり,

この stanzaで の詩人は,壺の世界 と一体化はしてい

ない。む しろ詩人 と壺の間の距離は広がってきてい

る。詩人の壷を見つめるまなざしは,あ くまで冷静か

つ客観的であって,今までの壺の中の人物になったか

のような没入状態からは退いているように思われる。

たとえばこの stanzaで の壷 には,人々の様子 につい

ては,第一 stanzaで の人間らしさに溢れた情熱的な

光景は展開されず,静説で枯淡なたたずまいが描かれ

ている。一例を挙げると,第一 stanzaで の “mad pur―

suit"(9)や “stmggle to escape"(9), “wild ecstasy"

(10)の ような激情 は見 られず,“ peaceful citadel"

(36)や “pious morn"(37)の ように穏やかな情景が

広 が っている。壺 の景色 につ いて も,“ sca shore"

(35)や “mountain"(36)に 位 置 す る “little town"

(38)は ,`Odc to a Nightingalc'で 言及 されている

“. . . rnagic casements, opening on foattOf pe五 lous seas

in fairy lands forlorn."(69-70)を 彿彿 とさせるもの

がある。その上,こ の stanzaの 人影が途絶えた町の

姿は,住民が祭儀に赴いているために無人状態になっ

ているとはいえ,あ たかもゴース トタウンのような荒

涼 として朽ちた死のイメージが印象的である。そこに

はまるで,死 に絶えて時の歩みが永遠に止 まった町

Pompeiiに足を踏み入れてしまったかのような情景が

広がっている。このことは「誰一人いない」 というと

ころを,“ nOt a soul"(39)つ まり「魂のない」すな

わち「死んだ」 と読み取ることの容易な表現を用いて

いることから見ても,詩人の死の世界を強 く意識 して

いることの表れと言える。

また,“ des01ate"(40)の 一語が深い余韻 を響かせ

て印象的であるが,こ の語は `Ode tO a Nightingale'に

おいて,妖精の国を表現 している “fOrlom"(71)と

いう絶唱に呼応 しているかのように思われる。この

“desolate"は ,死の影が覆う町の姿を目にして,壺の

世界への没入から不意に目覚め,様々な思いを後に残

して現実の世界へと舞い戻ってきた詩人の心境を表す

印象深い一語となっている。このように,“ desolate"

はただ町のみが「打ち捨てられた」のではなく,詩人

もまた壷の圧倒的な存在感を前にして打ち捨てられた

心境にあることを示しているのだろう。

V。 美 ・永遠 ・死

最終 stanzaに 入ると,悠久の時に育 まれた壷の沈

黙の音楽を聞き,そ こから慰めを見出すことはもはや

叶わないと悟った詩人は,日 の前にある壺の超然とし

た,余 りにも圧倒的な美 しさに冷たさや疎外感すら感

じる。壺には前にも後にも茫々たる永遠の時の流れが

存在するのに, 自分には永遠の時など約束されていな

いことに思い至 り,壷 と自分 との距離感を遠 く,ま た

骨身にしみて冷たく感 じるほかはない。初め詩人は
,

壺の世界には永遠の至福の世界が存在するだろうと夢

見たのだが,そ こにはただ打ち捨てられた町の姿があ

るだけだった。誰も三度 と帰っては来られないことを
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彼は知 り,減んでい くことこそ人間の定めだと現実を

受け入れようとしているのだろうか。第一 stanzaで

は,詩人はこの世で経験する苦 しみを癒す術を探ろう

として,壷の製作者の心を読み取ろうと努めた。 しか

しながら,壷 は製作当時の姿を清らかなままに保ち,

あらゆるこの世の煩いからは超然として件み,その隔

たりは余 りにも大きく,遂 に魂の耳にしか聴こえない

音楽を詩人に聞かせることなく,口 をつぐんでしまっ

たのだ。

そ して最終 stanzaの 最後の二行 に,か の有名な言

葉が語 られる。曰く, “̀Bcauty is tmth,tmth bcauty'―

that is al1/Ye know on carth, and all ye nced to know."

(49-50)で ある。この二行 はこれ まで人口に 1會 久

し,様々な解釈を生み,議論 されてきた。かの To S。

Eliotは この二行について “meaningless and therefore a

blcmish."(Allott 533)と 断じているほどである。こ

の詩行の解釈については多様な解釈がなされてきてい

るが,全体が壷から人間への語 りかけであるとするの

が妥当であろう。本小論では敢えてこの二行について

詳説 しなかつたが, Kcatsは 60de On a Grccian Urn'

を書 く二年前に,助フ
`rjθ

月において beautyに ついて

興味深い言及をしている。哲人そして賢人として描か

れている Oceanusが beautyと mightと の繋が りにつ

いて語っている言葉がそれである。Oceanusに よれば

“.. ., tis the etemal law/That first in beauty should be

irst in might;"(H,228-29)な のだという。つまり,

神の世界はあらゆる面において完全無欠であるが,そ

れゆえに bcautyの 分野においても完全である者こそ

が力 mightを 持つという,いかにも美の詩人 Kcatsら

しい考えが示 されている。また,Kcatsは 1817年 に

書いた書簡中にも beautyと trtlthに ついて重要な意見

を述べてお り,彼の beauty観 についての解釈の助け

となっているので二例挙げておきたい。

I am certain of nothing but of thc holiness of the

Hcart's affections and the tl■lth of lmagination――

What thc imagination seizes as Bcauty must bc tmth

一whether it cxisted bcforc or not――for l have thc

samc ldca of all our Passions as of lLove they are aH

in their sublime, creative of essential Beauty― ―.. ..

(Rollins,I,184)

。 . . the exceHence of every Art is its intensity, capa―

blc of making all disagrecables evaporate, fronl thcir

being in close relationship with Bcauty gこ  Truth― 一

… … (Rollins,I,192)
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大 まかに見て,以 上のような経過 を経て Keatsは

“Bcauty is tmth,trLlth beauty"の 至言へと発展させてい

ったのだろうと考えられる。だが,こ の言葉はあまり

にも重いので今後の課題 としたい。

結

Keatsは ,現実の世界は苦 しみに満ちているという

ことを明確に認識 した上で, もがき苦 しみながらも懸

命に生きてい くことにこそ,真の喜びがあると考えて

いた。それは 〃νθr′θんで “Receive thc tmth,and lct it

to be your balm."(II,243)と 述べていることからも

窺われる。また,こ の Odcで の壺の世界,死 を免れ

た非現実の永遠の世界は,不死身であるがために停滞

しているので,却 って死の世界そのものになっている

ことを指摘 しているのだと考えられる。それは,死 を

強 く意識 し,何事 にも必ず終わ りが来ることを「知

る」ことによってこそ,生 は輝かしいものになるとい

うことなのであろうか。苦痛 と快楽はヤヌスの鏡のよ

うに表裏一体となってお り,現実をあるがままに受け

入れる苦 しみの中にこそ,真の,ま た永遠の喜びはあ

るのだと言 うことが Kcatsの この Odeを 書いた目的

の一つなのかもしれない。

Keats自 身は,ギ リシア本土をその足で踏み しめる

ことを願いながらも,遂 にその夢が叶うことはなかっ

た。 しかし彼の作品は,その濁 りのない美 しさによつ

て,ま るで壷の中に描かれた青年さながらに,永遠に

老いることな く常に清新な印象を読む側 に与えてい

る。

壺は,ス フインクスのように後世の人に解 き難い謎

を投げかけながら,その神秘的な美 しさで心ある者を

圧倒 して,詩人亡き後も存在 し続ける。そしてこの壷

は,叡智をこめた沈黙の音楽をその中に秘めながら,

死と永遠とは,実 は分かちがたい繋が りにあるという

Keatsの 考えを体現 しているのだろう。
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